十月のヤング川柳の入賞者 (にゅうしょうしゃ)を紹 (しょう)介 (かい)します。四年生の下田ゆづきさんが、佳作 (かさく)に入 (にゅう)賞 (しょう)しました。すばらしいですね。紹介 (しょうかい)します。
佳作 (かさく)「母さんに あまえたいとき うそをつく」
今回 (こんかい)のお題 (だい)は「嘘 (うそ)」でした。ゆづきさんは、嘘 (うそ)という言葉から、お母さんとのエピソードを思 (おも)い出したんですね。四年生ともなると、お母さんに甘 (あま)えるのは少 (すこ)し、はずかしい年頃 (としごろ)ですね。そんなときこそ、ちょっとだけ、お母さんをひとりじめするための嘘 (うそ)もあっていいのではないでしょうか？
